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「ネットビジネス展開基本計画シート」記入方法

I. 記入・作成の目的

このシートは、ネットビジネスを展開する上で、誰「対象顧客」に対して、何を「自社および商品の特徴」主張し、伝えていくかを考えるためにまとめるシートである。

ネットビジネスは，単に商品を並べるだけでは売れないので、自社サイトにどのようなコンテンツ（有用な情報）を提供していくかを考えるために、このシートを活用する。

II. 記入・作成にあたっての注意

経営者が記入する場合には、①なぜ、このビジネスを始めようと考えたのか　②創業から、これまで一貫してこだわり続けたものは何か　③このビジネスを続けていく上で苦労してきたことは何か　を考えながら、記入すること。

なお、③については、こだわりの製品、技術などを維持・成長させるための苦労と考え、資金繰りや営業活動などの企業活動上の苦労は除くこと。

経営者以外の社員が記入する場合、経営者と相談の上記入する必要があるが、記入者自らも、①このビジネスの何が好きなのか　②企業や商品の良さをアピールする上で、何がポイントになるか　を考慮しながら記入すること。

III. 記入・作成要領

1. ネットビジネス展開基本計画シート

（「ネットビジネス展開基礎計画シート.doc」の1ページ目挿入）

（1） 創業以来のこだわり

1) 創業年、創業からの経過年数

創業した年および創業から現在までの年数を記入する。

2) 自社が展開するビジネス

現在展開しているビジネスを記入する。複数のビジネスを展開している場合には、展開しているビジネス全てを記入する。数が多い場合には、主要な３つのビジネスに絞り、記入しても良い。

3) こだわり続ける（続けたい）ビジネス

複数のビジネスを展開している場合、自社にとって「このビジネスだけは、絶対にやめたくない」と強く思うビジネスがある。2）で記入した中から、このようなビジネスを抜き出し、記入する。

4) なぜ「３」のビジネスにこだわるのか

3）で選んだビジネスにこだわる理由を記入する。「好きだから」でもＯＫであるが、「なぜ好きなのか」、「どういうところが好きなのか」と深く掘り下げて考えること。

（2） 他社に負けない強み

「２．自社が展開するビジネス」に記入した各々のビジネスの代表的な製品について、考えて記入する。

1) 素材・材料

素材・材料に関して、自社だけの特徴を記入する。自社だけの特徴であるかどうかの判断がつかない場合には、製品の素材の特徴を記入しても良い。

（材料・素材の特徴例）

自社指定栽培地、自社仕様で作成された原料等

2) 加工技術

製品を製造する上で、自社が磨きつづけてきた特徴的な技術を記入する。どこの企業でも持ち得る技術であっても、これは、「自社の特徴的な加工技術である」と考えられる場合には記入する。

（加工技術の例）

創業以来100年守り続けた秘伝の醸造手法、日本全国の蕎麦屋を食べ歩いて研究して編み出したつゆの製法　など

3) 販売手法

製品商品を販売する上で、特徴的な売り方を必要とする場合には、これを記入する。この手法は、専門的な知識を要するものが該当する。

（販売手法の例）

専門的なカウンセリングを行いながら、商品を販売する　

（3） 顧客に伝えたい「こだわり」の内容

上記（１）および（２）においてまとめてきた、「こだわり続けるビジネス」や「他社に負けない強み」の素材・材料、加工技術、販売手法から、顧客にわかって欲しいと願う自社の「こだわり」を考え、記入する。経営者の強い思い入れがあるものであれば、どのような「こだわり」でも構わない。

2. ネットビジネス展開基本計画シート

（「ネットビジネス展開基礎計画シート.doc」の２ページ目挿入）

（1） 現在自社で扱っている商品

現在、自社で扱っている商品を記入する。個別の商品名ではなく、「Tシャツ」、「カジュアルシャツ」等の商品分類名で記入する。

（2） 現在の対象顧客

自社の商品を販売する対象顧客を記入する。ここで定義する顧客層は、少なくとも、「性別×年齢層」のように細分化した顧客層にすること。また、可能であれば、顧客のプロファイリング（どのような時に、自社商品を買い求めるか）を考えて記入すること。

（3） 自社の一番のこだわり

ネットビジネス展開基本計画シート（１ページ目）において記入した「顧客に伝えたい「こだわり」の内容」の中から、特に、強い「こだわり」をもつものを選び、記入する。

（4） ネットで販売する商品

自社のこだわりが強く反映されている商品（商品分類名）を記入する。複数存在する場合には、複数記入すること。

（5） ネットで発信する「こだわり」

(3)「自社の一番のこだわり」において記入した「こだわり」をより詳細にわかりやすく記入する。「自社の一番のこだわり」に関連する他の「こだわり」がある場合にも記入する。

（6） ネットで対象とする顧客

ネットで販売しようとする商品および、自社のこだわりを特に支持してくれるターゲット顧客層を選ぶ。ここで定義する顧客層は、少なくとも、「性別×年齢層」のように細分化した顧客層にすること。また、可能であれば、顧客のプロファイリング（どのような時に、自社商品を買い求めるか）を考えて記入する。

（7） こだわりを伝えるための具体的な方策

ターゲット顧客に対して、「自社のこだわり」を理解してもらうためにどのようなことをするかを記入する。例えば、「自社のこだわりの技術を紹介するページを作成する。」、「メールマガジンで自社技術を説明する特集を組む」または「自社で使用している原材料の産地を紹介するページを作成する。」など。
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